
唱
だ
東
旬
同
町
b
t
を
殴
栂
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
キ
会
ガ
ハ
シ
伊
宅
ト
北
側
量
元
迦
構
勝
左
衛
一
穂
し
た
o
久
兵
衛
の
子
で
、
鹿
安
三
年
突
の
配
分
知
一
に
関
す
る
記
事
を
按
い
だ
も
の
で
あ
る
0

1

4

~
キ
会
ガ
会
北
方
河
北
部
玩
ケ
庄
に
幽
す
る
部
一
門
・
庄
右
衛
門
。
久
兵
衛
の
ご
男
。
殴
安
コ
一
年
父
の
誠
一
コ
百
.h令
交
け
、
御
服
組
組
よ
り
大
小
将
に
斡
じ
、
一
ギ
ダ
ジ
誠
陀
寺
金
押
野
出
寺
町
に
在
っ
て
、
-

τ柄
。
一
四
百
石
を
湖
い
て
賜
は
む
、
御
崎
勉
組
に
班
し
て
御
御
脂
溶
行
と
な
り
、
揃
〈
踏
ん
で
御
持
附
闘
に
京
り
、
一
回
鳳
山
と
撹
し
、
四
澗
宗
に
屈
す
る
。
初
め
大
弔
寺
田

一
キ
タ
ガ
タ
北
方
珠
洲
郡
直
郷
に
鴎
す
る
郎
務
。
一
使
番
と
な
り
、
沈
文
九
年
巾
小
格
帯
断
と
な
っ
た
o

山
平
一
一
一
年
や
・
以
て
殺
し
た
。
一
の
子
院
で
永
昌
院
と
務
し
、
百
姓
町
に
在
っ
た
が
、

一
・
キ
タ
ガ
タ
タ
ヨ
ウ
北
方
城
河
北
郡
北
方
の
山
一
延
貸
元
年
大
組
関
に
滋
み
、
天
和
三
年
槍
奉
行
、
元
一
キ
タ
ガ
ハ
ヰ
ノ
ザ
タ
北
川
亥
之
作
詩
に
克
闘
。
一
時
い
で
小
京
野
に
斡
じ
、
寛
文
十
一
日
平
叉
今
の
地
に

頂
に
在
る
。
地
方
人
は
佐
々
成
政
の
哨
偲
践
を
置
い
た
で
機
三
年
定
番
聞
に
険
b
、
前
後
政
-P.
憎
し
て
七
百
石
後
錨
都
脅
か
れ
と
し
た
。
撹
は
実
疑
。
も
と
藤
棚
伴
氏
、
一
移
台
、
延
費
七
年
寺
践
を
殴
め
て
祇
陀
寺
と
し
た
。

遊
で
あ
る
と
い
ふ
が
、
越
管
賀
三
州
志
故
捜
考
に
は
?
を
受
け
、
七
年
一
一
一
周
十
一
日
夜
。
霊
元
枠
.
猫
介
硬
骨
、
一
北
川
才
一
一
郎
の
養
ふ
所
と
な
り
、
初
め
機
四
十
俵
の
一
ギ
ダ
ジ
摂
陀
寺
石
川
郡
吉
野
の
内
下
苦
野
に

佐
久
間
腐
政
の
凶
境
に
於
け
る
銀
察
で
あ
ら
う
と
し
二
好
ん
で
直
言
し
た
。
養
子
蒋
兵
衛
に
烹
り
、
十
抗
年
釘
用
者
よ
り
問
で
、
小
関
践
に
慾
み
、
諸
職
を
経
、
一
寺
町
と
い
ふ
田
地
が
あ
り
、
そ
の
附
廷
に
乱
地
川
の

て

ゐ

る

。

一

ご

周

廿

六

日

江

戸

に

於

い

て

逐

電

し

、

遠

に

家

政

そ

…

寄

合

Mm
廻
組
に
慌
で
ら
れ
て
頭
部
に
班
し
、
明
治
中
一
名
も
存
す
る
。
延
元
中
大
智
部
師
が
草
創
し
た
祇
陀

キ

タ

ガ

タ

シ

ン

セ

ン

北

方

心

泉

金

部

木

新

保

ご

断

っ

た

。

一

興

の

後

徴

士

と

な

り

‘

復

務

に

仕

へ

て

融

機

少

密

事

一

寺

は

こ

L
に
在
っ
た
と
い
ふ
。
祇
陀
寺
の
山
脱
は
扶

鑓
宗
東
源
常
餌
寺
の
細
川
。
名
は
談
、
周
旋
・
心
泉
文
一
キ
タ
カ
ハ
シ
リ
北
川
尻

mm咋
榔
抑
水
中
庄
に
・
に
撤
み
、
一
一
一
年
十
一
一
月
欧
米
や
・
巡
視
し
た
が
、
武
年
一
議
柄
上
聯
鮫
録
に
『
名
=
共
山

-Ba獅
子
刊
』
と
あ
り
、

は
酒
肉
和
命
と
脱
し
、
俳
脱
を
小
雨
と
い
う
た
。
明
一
臨
す
る
部
務
。
一
そ
の
諮
っ
た
時
は
阪
に
燐
務
の
後
に
あ
っ
た
。
制
後
一
大
智
行
録
に
は
『
山
田
二
知
子
-
寺
脇
=
祇
陀
ぺ
術
史

'
治
十
年
以
降
庇
本
願
寺
の
留
県
生
を
弾
ゐ
て
渡
清
一
キ
タ
ガ
ハ
ソ
ウ
セ
ツ
喜
多
川
宗
説
諒
多
川
は
一
政
札
官
官
途
に
絶
ち
‘
前
回
氏
の
家
挨
と
な
っ
て
能
〈
一
日
早
悶
悶
山
-
者
爺
不
=
委
考
-
之
諜
也
o』
と
あ
る
が
、

唱
し
、
郵
脅
食
曲
閑
に
製
ん
で
最
も
築
構
を
能
〈
し
一
一
に
北
川
、
宗
読
は
一
に
創
設
に
も
作
る
o
宗
説
の
一
家
政
を
滋
ヘ
、
傍
ら
部
族
銀
行
・
日
本
餓
遭
等
の
事
一
大
智
偲
頒
に
載
せ
る
賀
=
永
平
正
法
眼
臓
到
来
一
の
持

た
。
コ
一
十
八
年
七
用
ご
十
九
日
寂
、
享
年
五
十
六
。
二
印
に
は
伊
年
と
刻
し
、
古
税
制
考
に
初
代
宗
建
の
嗣
一
に
参
興
し
た
。
天
保
十
年
十
周
サ
三
日
金
持
に
生
ま
一
に
、
『
E
法
眼
磁
謹
撰
心
。
二
三
四
七
密
閉
僻
。
官
野

キ
タ
ガ
ハ
北
川
石
川
郡
村
井
の
内
の
小
挙
。
?
と
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
扶
桑
名
公
概
論
に
依
屋
宗

g
一
れ
、
明
治
一
一
十
年
七
月
四
日
東
京
に
夜
。
享
年
四
十
一
道
入
品
鳳
山
場
刊
叉
見
呉
市
長
=
淡
細
胞
刊
』
と
見
え
る

キ

タ

ガ

タ

ヤ

ダ

イ

ス

イ

北

潟

屋

大

陸

石

川

郡

?

を

載

せ

て

、

部

は

伊

年

、

宗

謹

の

弟

で

加

州

太

守

に

一

九

。

一

か

ら

、

鳳

鳳

山

毒

す

る

も

ま

た

識

と

思

は

れ

ぬ

。

本
吉
の
人
。
姓
は
岸
。
遁
稽
は
弼
左
衛
門
叉
は
徳
右
て
仕
へ
、
世
に
宗
鐙
の
筒
と
い
は
れ
る
も
の
は
、
多
〈
…
キ
タ
キ
バ
ラ
北
木
原
鹿
島
都
久
江
原
山
分
の
一
後
百
年
を
経
て
祝
融
に
催
b
、
前
凶
氏
に
な
っ
て
越

衛
門
。
披
は
帆
吹
・
宇
一
陣
・
大
限
・
山
歩
人
・
答
申
花
・

7
R設
の
作
で
あ
る
と
す
る
o
楽

し

宗

一

読

も

宗

谷

も

一

一

内

の

小

字

。

一

中

守

山

に

再

興

し

た

の

を

、

慶

長

中

金

調

ザ

八

一

取

に

鑓

雲
花
蛍
・
=
一
襲
庵
。
捕
左
衛
門
町
宮
と
な
っ
て
深
〈
町
で
人
な
る
が
如
く
、
之
を
宗
建
の
弟
又
は
嗣
と
す
る
は
-
キ
タ
グ
チ
北
口
胤
京
都
寺
山
の
内
の
小
宰
。
一
し
て
大
安
寺
と
改
め
、
そ
の
後
鶴
林
寺
と
癖
し
た
。

民
の
望
を
得
、
欝
を
良
〈
し
、
亦
百
草
堂
若
披
を
師
と
一
講
一
術
上
の
偲
一
視
を
受
け
た
こ
と
を
い
ふ
の
で
あ
ら
一
キ
タ
サ
ザ
ヅ
カ
北
笹
塚
石
川
郡
大
野
庄
に
鴎
一
今
野
悶
寺
町
に
祇
陀
寺
と
い
ふ
も
の
L
あ
る
の
は
、

し
て
俳
穏
を
感
ん
だ
。
一
生
婆
ら
ず
、
四
十
三
歳
で

τ。燕
申
書
風
般
に
も
、
宗
説
、
読
一
に
主
に
作
る
。
一
す
る
邸
宅
事
A

十
年
の
村
御
印
に
は
北
篠
塚
村
と
一
大
来
寺
の
子
院
永
昌
院
長
め
た
名
で
あ
る
。

定
を
絡
め
て
家
を
捌
に
踏
む
、
翌
年
桃
雲
寺
斑
元
和
で
金
制
仰
に
衆
時
し
、
前
凹
利
常
の
命
に
よ
っ
て
竹
，
間
一
す
る
。
的
内
に
今
お
ま
れ
塚
と
縛
す
る
古
墳
が
あ
一
キ
タ
シ
グ
レ
北
時
雨
一
m
m
o
金
梯
の
俳
人
前
仰

向
に
よ
っ
て
剃
髪
し
、
後
諸
凶
を
巡
b
、
費
時
十
一
一
一
一
ト
に
餓
い
た
と
寵
し
て
ゐ
る
。
…
る
。
一
一
説
に
之
を
節
締
道
今
古
の
探
だ
と
す
る
も
、
一
柳
舎
希
図
が
元
文
武
年
伊
勢
の
梅
路
を
迎
へ
て
興
行

年
八
十
歳
の
時
諸
方
よ
り
得
た
賀
茸
を
編
ん
で
硯
洗
一
キ
タ
カ
ハ
チ
北
河
内
同
素
郡
巾
町
野
郷
に
回
一
条
く
磁
抑
制
に
泌
ぎ
ぬ
。
一
し
た
百
簡
を
巻
頭
に
お
き
、
各
詠
・
名
録
及
び
後
川

集
を
著
し
、
安
永
四
年
九
十
ご
歳
で
渡
し
た
。
で
す
る
河
内
は
、
明
治
中
に
烹
り
北
河
内
と
殴
帯
し
た
。
一
キ
タ
サ
ン
ゴ
ウ
北
三
郷
血
島
都
に
臨
す
る
。
一
の
護
句
に
よ
る
歌
仙
等
そ
集
め
、
序
は
諜
柳
下
〈
お

キ
タ
ガ
ハ
北
側
羽
咋
郡
徳
田
の
内
の
小
字
。
一

キ
タ

---・・・圃・--


